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試験的システム構築と実証実験の全体像

実物の収蔵物にICタグを取り付け、業務プロセスに基づき、仮想的に収蔵物の移動・管理
を行うことで、必要なデータ記録・処理・閲覧ができることを検証する

Ⅰ試験的システムの構築

Ⅱ実証実験・課題抽出

• 日本版Spectrumに基づく収蔵品等の取り扱い標準
に基づき美術館・博物館及び民間主体が適切なタイ

ミングかつ収蔵品等の実物の動きと紐づいた形で、業
務の効率化につながり、情報を蓄積する

• 試験的システムを構築する。その情報を秘匿性等のレ

イヤーごとに閲覧可能な範囲を設定できる仕組みを

備えたうえで、実証が可能なように、閲覧用の試験的
なインターフェイスを構築

• 美術館・博物館等の協力のもと実証を行い、改善
点を洗い出す

収蔵品

管理システム

取得

出入

撮影

展示

貸出 修理

輸送

作品

実証

ICタグ

同一フォーマットで情報を
やり取りできる仕組み

閲覧用

インターフェイス

アートDXアプリケーション拡張の可能性

データ管理の仕組み

草間彌生
作品展示
会検索

管理状況の
確認等

分散型（オンチェーン）

一元型等（オフチェーン）
・作品基本情報

・来歴情報等

実証対象システム

コンサルテーション実証

構想のみ検討

凡例
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収蔵品管理の標準化と市場活性化を旨とする当事業で構築するシステムについて、中長

期の目線で概念図を素描した

Eコーマス

ギャラリー

証券

学校

証券

アーティスト

オークション

作品が市場に出ている

展示

取得

輸送

貸出

鑑定

出入

修理

収蔵品管理

システム

作品は美術館の管理下（≒Spectrum範囲内）

オフチェーン オンチェーン

アート関連

外部DB

文化庁

既存DB

データ管理（ブロックチェーン含む） マーケットプレイス（販売機能＝市場活性化）

作品

ナショナルコレクション管理 NFT販売 他館作品情報閲覧 一般公開情報閲覧 NFT購入

アートDXを支えるシステム群

User

Web Service

作品ライフライクル

文化庁 単体美術館 複数美術館 市民

作品

各美術館

中長期システム概念図ドラフト

販売 購入 所有権移転
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試験的システム構築

美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業4

目的

当開発は、個館で管理されている情報の一部について、館横断でのデータ管理基盤に連
携の上、情報閲覧をはじめとしたデータ利活用が可能となることを目的とした

作品情報登録

所有権

登録・移転

貸出

修理

鑑定

梱包

撮影

出庫

税関

入庫

展示

公開用DB
≒B/C

閲覧用I/F

各
館
収
蔵
品
管
理

館
横
断
情
報
の
利
活
用
（
≒

D
X
事
業
）

公開軸

管理軸

館横断・所有権横断でのコレクション情報を公開・管理するための画面
は開発可能であるか？

業務オペレーションの流れの中で、必要な情報を連携可能か？

データ連携

Web公開

✓ ICタグ取り付けの運用上課題
✓ 収蔵品管理システムからB/Cに
連携すべき情報

✓ マスタ情報管理

✓ 文化庁主体での管理体制

✓ ICタグを取り付けた作品の情報
が表示されること

✓ 一般公開項目が閲覧可能

✓ GoogleMap等外部との連携
✓ 権限レベルによる表示制御

初期的には「日英で作品名、作家名、制作年、所
有者、所在地、備考等10 程度の情報」の閲覧画
面を想定（仕様書p.6参照）。一般公開項目/非
公開項目、将来的に望まれるデータ利活用の方向
性について協議が望まれるものと思料

運用実証では、実務の流れをシナリオとして記述の

上、実際のオペレーション及びデータ連携を行う。特に

データ連携においては、どの情報について連携が必要
か協議が望まれるものと思料

検証事項例

検証事項例
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仕様書項番 (2)- ①：オンライン情報と実物の紐づけ、 (2)- ②：日本版Spectrumに対するシステム対応、 (2)- ③：閲覧用インターフェイスの構築

美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業5

プラットフォームに対する期待とシステム化の貢献領域

プラットフォームに対する期待の源泉に立ち返り、当事業のシステム化構想の意義を理解

文化庁 美術館/博物館 市民

政策推進と法改正趣旨の体現
コレクション管理を通じた作品/資料の価値保全

情報アクセスと文化/芸術への参加

 ナショナル・コレクションの形成と管理

 国の財産としての流動性活性化

 情報の公共化

 他館コレクションの情報閲覧

 作品・来歴の真正性担保

 文化/芸術の普及と結果としての来館

者増

 展示・作品等情報の検索と閲覧

 美術館/博物館情報の検索と閲覧

 コレクション取引への参加

国としてのナショナル・コレクションの統合ポータルサイト（≠館単位・ ≠所有者単位）

アーティスト・ギャラリー・コレクター・美術館/博物館・鑑定士・修復士・教育機関など所在地を超えた作品/資料の物理的管理

来歴情報の改ざん不可能性に資するブロックチェーン技術

情報充実化に向けたMap情報・ジャパンサーチ等外部データとの連携

所有権のNFT化と取引向けスマートコントラクト

異なるベンダーの収蔵品管理システムから連携された情報の統合管理基盤

プラット

フォーム

期待の

源泉

プラット

フォーム

の意義

システム

化構想

の項目
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システム開発フロー

当システム構築は、要件定義からテストに至るまで一般的なシステム開発ライフサイクルに
準拠している

システム概念図・

全体像の整備

1

仕様書理解

2

貴庁討議

3

Web開発

6

画面設計

4

Web試験

8

実証実験

10

 システム概念図

 システム構成図

要件リスト

 データ項目表

 データモデル図

画面遷移図

画面・帳票一覧

外部インターフェイス仕

様書

 システム概念図

 システム構成図

要件リスト

 Webインターフェース含

む開発物一式

（B/Cは既製品を選

定したところ）修理、

鑑定の来歴情報の管

理を可能とした

実証実験結果と考察

（当資料）

項目定義

ステータス定義

5

B/C開発

7

B/C試験

9

要件定義 設計 開発 テスト 運用実証

閲覧用インターフェイス

ブロックチェーン

仕様書項番 (2)- ①：オンライン情報と実物の紐づけ、 (2)- ②：日本版Spectrumに対するシステム対応、 (2)- ③：閲覧用インターフェイスの構築

当開発では実証実験の趣旨に鑑み設計・開発・テストを実施。開発プログラムを成果品として納入するものの、このままの形で本番環境として運用するものではないことを前提としている
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運用実証向け要件定義方針

要求条件を更にブレイクダウンし、収蔵品管理システム / 閲覧用インターフェイス＋ブロック
チェーンの要件定義方針を整理した

DX

Spectrumをベースにしたステータスを運
用シナリオに位置付ける

来歴管理を館横断で実施。データは改
ざん不可とする

来歴情報をはじめとした館横断で蓄積
されたデータ利活用サービスを展開する

Spectrumをベースに運用シナリオを策
定しステータスの流れに沿ってデータ連携

将来的に自動連携となるプロセスは、
館でのアクションは不要とする

Webインターフェイスを通じて、権限毎に
情報閲覧の範囲を可変とする

Spectrum仕様の収蔵品管理システム
は、既存テストツールにより代替

ブロックチェーン既存製品と閲覧用イン
ターフェイスを連携する

閲覧用インターフェイスの仕様は入札仕
様書に基づく

OP

SYS

✓ Spectrumの定義する主要業務プロセスにおける

既存テストツールの適用

✓ 既存テストツールはSpectrum仕様収蔵品管理

システム（ブロックチェーン連携箇所）に見立て

る

✓ Startrail API（作品情報登録、所有
権移転、展示、修理、鑑定）を
Spectrumプロシージャに位置付ける

✓ ブロックチェーンに連携すべき項目

✓ 権限毎に閲覧可能とすべき項目

✓ まずは入札仕様書記載の項目を閲

覧できるようUI開発する

✓ 検索された作者の作品展示場所の
地図情報の表示を実装

✓ 閲覧用インターフェイスの仕様は入札
仕様書に基づくところ一部要ご相談

：仕様書明記事項

閲覧用インターフェイス＋ブロックチェーン

* 修理と鑑定はプライマリー外の12プロシージャに含まれている

管理SYS

7 美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業

仕様書項番 (2)- ①：オンライン情報と実物の紐づけ、 (2)- ②：日本版Spectrumに対するシステム対応、 (2)- ③：閲覧用インターフェイスの構築
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要件定義詳細

実証実験向けのシステム構築として製造工程を進めるのに十分な粒度となるまで要件を詳
細化した

プロセス

要件

関連

システム
将来

拡張性
タスク

＋成果

 個館における作品情報・来歴情報のファイル化、館横断管理のシステムへのアップロード、Webサイトによる閲覧といった
一連のシステムの流れを記述

 要件に落とし込み、各コンポーネントに対応する開発会社を割り当て、開発を実施
 実証実験が可能となること、また将来的に拡張が可能であることを品質水準の方針とした

仕様書項番 (2)- ①：オンライン情報と実物の紐づけ、 (2)- ②：日本版Spectrumに対するシステム対応、 (2)- ③：閲覧用インターフェイスの構築
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仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出

美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業9

実験計画概要

SOMPO美術館のご協力をいただき、構築したシステムによる実証実験を行うことで、
本件DX実運用化に向けた課題・論点を抽出した

実運用化に向けた課題・論点の抽出
目的

運用実証の前提整備 館における収蔵品管理オペレーションの実施 原型的データ利活用

事前準備 オペレーション

システム

実物とデータの連携

Web閲覧

作品来歴管理の

運用プロセスを開

始するに当たり、前

提となる準備があ
ると想定

アドミン業務含む

事前準備について、

通常焦点化されな

いものの、手間取

る可能性があるた

め実証シナリオに
含める

 作品と来歴に係

る基礎的な情報
をWebインターフェ
イスを通じて閲覧

できることを確か
める

 来歴の動きが

Web上で表現可

能であることを検

証

 今後の拡張可能
性を机上検証

 館における実際のオペレーションとの協調可
能性を検証

 収蔵品管理システムとブロックチェーンの連
携可能性をツールを用いて模擬的に検証

 ICタグ利用を想定。取り付けの許容性、着
脱可能性といったモノの観点で論点を抽出
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実験計画詳細

SOMPO美術館を中心に、運送会社、ブロックチェーン事業者、Web開発会社が参画する
中、詳細計画に基づき実証実験を行った

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

実施詳細 詳細計画

シナリオ プロセス

 各プロセスにおける関係者のアクション、スケジュールを詳細

計画化

 誰がいつ何を実施するか、また実施時までに必要な物資、
開発物を整理

 3月1日には貴庁及び関係者にてSOMPO美術館での実
証実験の運用に立ち合うとともに意見交換を行った

アドミン準備

ICタグ送付

データ連携フォーマット提供

マニュアル提供

作品基本情報登録

ICタグ取付

貸出（データ入力）

ICタグ読取

作品移送（倉庫～仙台）

ICタグ読取

Web閲覧

鑑定（データ入力）

Web閲覧

修復（データ入力）

Web閲覧

０

１

２

３

アクション

期限

実施

場所

担当

立会い

タスク

＋成果

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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ブロックチェーンウォレットにアカウント登録し、作品に付すICタグを送付、さらにICタグにより
個別の収蔵品がシステム上でデータ連携されるようフォーマットを準備した

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

０

１

２

３

アドミン準備

ICタグ送付

データ連携フォーマット提供

0-1

0-2

0-3

✓ ブロックチェーンウォレットとしてアカウントを登
録

✓ 事業者よりICタグを送付
✓ 実運用では送付先も多岐にたわることが想

定されるため運用管理体制の整備が必要

✓ 作品情報・来歴情報の登録フォーマットを
提供

✓ このフォーマットを共通のものとすることで、収
蔵品管理システムの仕様によらないデータ
連携が可能となる

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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加え、データ連携フォーマットに記入する情報入力方法のマニュアルを提供し、

作品基本情報を登録した

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

０

１

２

３

マニュアル提供

作品基本情報登録

0-4

0-5

✓ 作品情報・来歴情報の入力方法について
マニュアルを提供

✓ データの正確性・一貫性を保つためマニュア
ルは必須。実運用では館に対するトレーニ
ング実施が必要と思われる

✓ 運用の前提として、作品の基本的な情報と
過去の来歴を登録する必要がある

✓ 本件でも実際に5作品について情報を登録
✓ 正確な情報の入力が求められるため、実運

用では相当の負荷が想定される

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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事前準備が完了次第、美術館にて作品にICタグを取り付け、実証においては貸出のデータ
を入力し、ICタグで読み取り作品情報を閲覧できることを確認した

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

０

１

２

３

ICタグ取付

貸出（データ入力）

ICタグ読取

1-1

1-2

1-3

✓ 5作品にICタグを取り付け実施。本件では
ICタグは紐にぶら下げることとした

✓ 意図せず外れることがなければ取り付け方
は任意。取り付け不可の場合はカードタイプ
を使用。タグの場合着脱は想定していない

✓ 貸出先の展示情報（展示館、展示期間
等）を入力

✓ スマートフォンからICタグを読み取り、作品
情報を閲覧できることを確認した

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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実際にICタグを取り付けた作品を移送し、ICタグから作品情報の場所履歴が更新されてい
ることを確認。さらに、Web上でも作品情報を閲覧できることを確認した

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

0

1

2

3

作品移送（東京～仙台）

ICタグ読取

Web閲覧

1-4

1-5

1-6

✓ ICタグを取り付けた作品を仙台まで移送

✓ 本件での仙台貸出に係る情報を登録する
前、最新の来歴は2022年の出展であった

✓ 3月6日SOMPO美術館様による内覧時、
最新の来歴は2023年仙台カメイ美術館
の出展に更新されていることを確認した

✓ ICタグを取り付けた作品について、Webで
作品情報を閲覧できることを確認した

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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鑑定に係る情報を入力。ICタグを取り付けた鑑定する作品の情報をWeb上で閲覧できるこ
とを確認した

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

０

１

２

３

鑑定（データ入力）

Web閲覧

2-1

2-2

✓ 鑑定士等鑑定に係る情報を入力
（詳細項目リストを開発事業者に確認中
）

✓ ICタグを取り付けた作品について、Webで
作品情報を閲覧できることを確認した

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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鑑定に出した後、修理を行う際、修理データを入力。ICタグを取り付けた修理する作品の情
報をWeb上で閲覧できることを確認した

事前準備 0-1

0-2

0-3

0-4

0-5

カメイ美術館貸出 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

鑑定 2-1

2-2

修理 3-1

3-2

０

１

２

３

修理（データ入力）

Web閲覧

3-1

3-2

✓ 修復士等修理に係る情報を入力
（詳細項目リストを開発事業者に確認中
）

✓ ICタグを取り付けた作品について、Webで
作品情報を閲覧できることを確認した

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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示唆導出の方法

本件は多年度に渡るDX事業の一環であるところ、当年度として行う実証実験の範囲を
改めて確認するとともに、業務運用とシステムに分けて検討・考察を実施した

DXフレームワークを振り返り、
現時点で何をどこまでの範囲で

実証実験を実施したかを整理

実証実験における

概括的なオペレーションフローをもとに

各オペレーションの課題・論点を抽出

実証実験向けに構築したシステムの

全体像を模式図をもとに

各コンポーネントの課題・論点を抽出

P.19参照

P.20参照

P.18参照

DXフレームワーク

運用オペレーション

システム構成

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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SOMPO美術館実証実験を通じて

年度内に一定の結論を導出するため各３つの論点において、Spectrum要請項目の最低
限具備を基本に一部拡張計画を盛り込み原型システムを作成し運用実証を行った

館横断を想定した作品情

報・来歴情報の管理機能
を具備

Spectrum言及プロセスの
デジタル化を目指しつつ、
現行運用は最大限尊重

現在作業工程（ステータ

ス）視覚化を重視。
Spectrum差分を抽出

 Web閲覧用インターフェイスを構築
 将来システム原型として今後の拡張

可能性を確保

 実際の貸出を通じて、ICタグ取り付

けを含めた運用を試験的に実施
 運用上の課題を抽出した

 収蔵品管理システムからのデータ連

携はツールにより代替
（収蔵品管理システムのSpectrum対応、並
びにB/C連携については引き続きICTベンダーに
対してコンサルテーション実証を実施中）

DX方針観点

運用改革観点

システム導入観点

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業19

実証実験のオペレーション概要と今後に向けた論点概要

当事業構想は運用オペレーションの観点で実現性があると言えると同時に、立ち上げ体制
やマスタ情報管理に関する課題が抽出された

最新の
来歴情報更新

基礎情報の整備

―運用の土台構築

来歴情報の更新

―運用オペレーションの実施

データ利活用

―付加価値の創出

文化庁

美術館/
博物館

（事業者）

市民

館と作品の選定

ICタグ取付/
基礎情報登録

マスタ情報としての
チェック

美術館/
博物館
情報の
閲覧

文化庁

情報の

閲覧

一般向け

情報の
閲覧

B/C等
データ基盤

当事業にて構築した

システム原型
政策として推進される収蔵品管理の高度化

B/C+WebアートDXシステム

実証向けツール

（一般向けは、収蔵品管理⇒データ利活用の結果として、情報を享受する）

今回はSOMPO美術館の作品を

任意に選定した。今後、文化庁の

もと管理されるべき作品をいかにし
て選定するか

作品と情報を結びつけるためICタ
グを取り付け。また作品基本情報

（作者等）と、過去これまでの来

歴情報を事前登録。この「準備」
をいかなる体制で立ち上げるか

作者、作品名、美術館、展示歴

等の情報を正確で重複のないデー

タとして登録するためのチェック作

業。マスタ情報の正確性を担保す

る体制が必要。チェック全ての自
動化は困難

仙台カメイ美術館への貸し出しに

際し、カメイ美術館での展示を来

歴情報として更新。実証向けツー

ルで代替したところ、今後論点は、

収蔵品管理システム、B/C既製
品、Webシステムの統合的構成

次頁参照

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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実証実験におけるシステム原型全体像と今後の拡張性・論点

プラットフォームの原型を開発したところ、このままの路線で拡張していくか、大上段での構想
策定に立ち返りシステム開発に立ち戻るかは、一つの重要な論点と思料する

実証実験で実現した範囲を実線

で表記。UI/UX、データ基盤、外

部システムのように各コンポーネント

の開発を実施した。点線部は既に

拡張可能となっている

A社仕様

B社仕様

C社仕様

来歴情報更新

実証向けツール

収蔵品管理

システム
Google Map

ジャパンサーチ

貴庁他事業
アーカイブDB等

外部システム

文化庁

情報の閲覧

美術館/

博物館
情報の閲覧

一般向け

情報の閲覧

その他

サービス

当事業にて構築したシステムの本番化構想

UI/UX

ON-CHAIN OFF-CHAIN

データ基盤基礎情報登録

実証向けツール

コンテンツと閲覧情報の拡張性

管理するデータの拡張性

IC
T
ベ
ン
ダ
ー
の
拡
張
性

外
部
連
携
の
拡
張
性

実証向けツールを当事業で構築

したシステムに統合するか。既製

品のまま運用することは機能的に

は可能と考えられるところ、文化

庁所有のシステムとして統合する

か。またマスタ情報としてのチェッ
ク機能をシステム化するか

実証対象美術館において収蔵

品管理システムからダウンロードし

たデータを実証向けツールに連携
した

収蔵品管理の起点は美術館/博
物館であり、収蔵物に関する情

報の更新をまずは収蔵品管理シ

ステムで行う。通常のオペレーショ

ンの一環として実証対象美術館

でも実施された。この点は今後も
変わらないものと考える

システム開発の目線では

システムの拡張性を実現

するのにとどまる。いかな

るアプリケーション・コンテ

ンツを用意すべきかは、
アートの本質（学術）/
社会/国際/経済の観点
での価値向上を起点にし

た別系の検討を要すると

思料。そこから必要な
UI/UX、管理するデータ、
外部システムが要件とな
る

文化庁、美術館/博物館、

市民、それぞれで閲覧で

きる情報を制御している。

どの情報を閲覧可能とす
るかは論点となる

仕様書項番 (2)- ④：実証実験・課題抽出
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本報告書は、文化庁の委託業務として有限責任監査法人トーマツが実施した

「令和4年度 美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業」の成果を取りまとめたものです。

従って、本報告書の複製、転載、引用等には文化庁の承認手続きが必要です。


